
「
研
ぎ
」
奥
深
さ
語
り
合
う

亀
岡
で
協
会
設
立
専
門
家
ら
砥
石
で
実
演

日
本
が
誇
る
「
事
。
」

一人
な
ど
約
別
人
が
集
ま
一国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

文
化
の
海
外
発
信
を
目
指
一
り
、
研
ぎ
の
奥
深
さ
を
語
一
(
ユ
ネ
ス
コ
)
の
無
形
文

す
「
日
本
研
ぎ
文
化
振
興
一り
合
っ
た
。
一
化
遺
産
に
和
食
の
登
録
を

協
会
」
の
設
立
総
会
が
随
一
同
協
会
は
、
亀
岡
で
唯
一
目
指
し
て
お
り
、
和
食
と

日
、
天
然
砥
石
の
採
掘
を
二
の
天
然
砥
石
採
掘
業
者
一と
も
に
、
切
れ
味
の
良
い

手
掛
け
る
亀

市
東
本
梅
一で
あ
る
砥
取
家
の
土
橋
要
一包
丁
と
そ
れ
を
維
持
す
る

町
の
「
砥
取
家
」
で
あ
っ

一造
さ
ん
(
位
)
が
発
起
人
一
事
。
の
技
を
世
界
に
広
め
一

た
。
刃
物
業
者
や
事
前
一
と
な
り
、
研
ぎ
や
刃
物
に
一る
の
が
目
的
。

一

の
ほ
か
、
包
丁
を
使
う
料
一
関
わ
る
各
分
野
の
専
門
家
一
総
会
で
は
、
亀
岡
で
採

理
人
、
飽
を
使
う
楽
器
職
一に
呼
び
掛
け
た
。
国
が
、
一
掘
し
た
天
然
砥
石
を
使

一い
、
宮
c
師
ら
が
包
丁
や

時

一飽
の
警
を
実
演
し
た
。

和
劃
一
人
工
砥
石
と
天
然
砥
石

悶
悶
-で
包
丁
の
切
れ
味
の
違
い

は
骨
一を
比
較
し
た
り
、
刺
し
身

占
精
一
の
味
の
遣
い
を
比
べ
た
り

札
制
一し
た
。
天
然
砥
石
で
研
い

究
開
一だ
飽
を
使
っ
て
作
っ
た
ギ

章

一タ
ー
や
ハ
l
プ
の
演
奏
も

研
か
一
あ
り
、
参
加
者
が
堪
能
し

百

二
た。

包
山
一
同
協
会
代
表
理
事
の
土

芯
一
橋
さ
ん
は
「
警
に
関
わ

使
会
一る
専
門
家
同
士
で
今
後
も

臼
昭
一研
究
を
深
め
、
研
ぎ
と
い

描
楓
一
う
日
本
の
技
を
広
く
世
界

刃
則
一
ヘ
発
信
し
た
い
」
と
話
し

た
。
(
小
池
直
弘
)
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